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赤サ ンゴの色彩分光特性

伸  村     譲

Yuzuru NJ∝AMURA

高知近海産の赤サ/ゴの色彩に関する基礎データを紹介した。

これまで,装詢ヨサンゴの色彩については公開データがなく,品質管理を行うにも基準と

すべき資料不足から業界内でも統一を図ることができなかった。そのため,サ ンゴ類似物Э

販売が行われるなど多くの問題点があ。た。

しかし,色彩分光特性を比較することによって,非破壊的に識別することも可能てある。

1 まえがき
装銅調サンゴの品質を決定する要素としては ,

色彩 光沢,形状,傷などが考えられる。しかし,

これらの要素l」サンゴの生理機構と密接な関係を

持つもので,その生成発現を支配する主要因子が

本質的に解明されてt‐ なt‐ ため,品質管理技術も

充分に確立されているとはいえない。

また,今■によって,サ /ゴの種頻による有機

物の含量と結晶子の大きさの違いが指適されてい

るが,tだ品質管理に自調できるには至っていな

|●。

高知界のサン・/業界では,取引の適正化による

生産と流通0合理イヒ,効率イとをはかる研究がすす

められている。

こうした理由から,業界に協力して品質管理技

術の改善と体系イとをはかるために,サ ンゴの経済

|1形質としてもっとも重要視される色彩について,

赤サンゴの特性を比較したので,若手の考察を加

えて報告する。

2 測色試料
測色に供したサンゴは,表 1の通りである。す

なわち,球形力l■を行った高知近海産赤サンゴ

(Cり
“
″ t・"′・ ′。扇。ン

れκts● )の中から,一通

りの色か含まれるように視感選出を行い,自斑の

多少により, AグループとBグルーブ,直径をそ

ろえ比較テストの行いやすい標準サンプルの C′

ループに選別した。

また,A, Bグループはそれぞれ 4行 10列の

配グに , cグループは 1行の配夕に ,視感覚によ

って低明度の のヽから並べ測色を行った。

表 1 測色試料とその性状

測 色 試 料 夕1 選 月1 条 件 形 大 直径 (饉 ) 減J色個数

A′ ル ー プ 抽出てきる一通りの色
やや白斑,色ムラのあるもの 彰 aoo～ 9oo 6'

B′ ル ー プ B(4,10) 抽出できる一通レの色
自斑,色ムラが少なく良質のもの 彰

800～
'00

6 8

cグ ル ー プ 0(10) 柳ま比較による代表し
大きさをそろえた良質のもの

球形 750～775 10



3 測  色  法
本研究では, リトロー型グレーティング グブ

ルモノ″●メータ分光器を採用 した 607型カラ

ーアナライザ (日立lt作所製 )に よって測色を行

ぅた。本機口 自記分光光慶計とAD変換器を一体

化しており,X― Yレ コーズによる分光反射率山

線の記録および,メ ーンナルコンピメーター (P
c-980,「 ,日 本電気製 )と の接続により,
三刺測直(X,Y, Z),色 度座標 (″ , y),
主波長 (ス d),刺激純度 (P。 )等の値の演算処

理力術 えるようlC構成されている。

測色は,付属の微小面検測定装置を並用 し,試

料面積を 5×
`コ
に縮少 し,波長 6'0～

'30
●mの範囲で行った。なお,色彩に大きく影●す

るほどのキズ,自班,色 ムラなどが存在する場合 ,

これらが測定面に現われないように種力注意して

サンゴを試料台にセットした。ただし,サ ンゴの

年輪状層による傲小の色ムラは連けることができ

なかった。

4 赤サンゴの分光反射率曲線
図 1に高知近海産赤サンゴの分光反射率曲線を

示した。

図 1に示した曲線は , Aと Bグループの源1色試

料の中から,特徴的と思われる
`試
料の例である。

したがって,その他0試料はすべてこの測定曲線

領域内に存在している。

赤サンプは,分光反射率曲線から二つのタイプ

に分けられる。

第 I lt,D(1,1),3(5,4),B(9,4)に示

したタイプであり,この種わ サンゴは, 465
～ 480,π の波長域で反射率が最も低くなり,
540～ 5702● から立ちらがりを見せ,長波

長 lr向 ってゆるやかに増大しつづけた。明度の高

いサンゴほど立ちらかりか短波長に傾き,主波長

はそれぞれ, `o7`"“ ,6054"",6028● れて

あった。

第 1は , B(5,2),A(10,1),B(,0,1)に 示

したタイプであり, この種類のサンゴは, 470
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図 ■ 高知県近海産赤サンゴの分光反射率曲線



～ 500●2の波長域で反射率が最も低くなり,

56o～ 550●
“
から立ちらかりを見せ,6'0

～ 76oれ
"で最高と

なり,以後わすかに減少を

つづけた。明度の高いものほど立ちあがりが短波

長に傾く0は同じてらったが,主波長はそれぞれ,

`04`″ ",6012●
れ,606'れれであった。オ卿感

的にD(10, 1)は最 高ヽ明度で透明感がらぅた

が, A(10, 1)よ り贅みを合んていた。

図 2と 表2に , cグループの分光反射率曲線,

おょび測色値の一部を示した。

赤サンゴの色は,骨軸中に含まれる色素によぅ

て発0しているものと考えられるが,同一系統色

からなっており,反射率曲線rl単純で,特徴的な

吸収は存在しなかった。ただ,不鮮明ではあるが,

4002m付近に極微少の反射率増大が認められ,

高明度の赤サンゴほど顕著てらぅた。また,680

■2から4`0～ 4,5ぉπに至る波長城において,

すべてに反射率の減少があったが,これも高明度

の赤サンゴほど顕著であった。
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図 2 赤サンゴ (c´ループ )の分光反射率曲線

5 赤サ ンゴの色度点
分光反射率曲線より三刺激値を算出し,赤サン

プの色をXoも ZЮ表色系における0度図に示すと,

図 6の ようl‐ なった。

すなわち, Aグルー/のサンゴは (04245,

06334),(04245,05209),(04919,
06505)の 四つの点で囲棧れた色領域に分布し
た。また,Bグループのサンゴは (0416,,
06276),(04169,062ol),(047● 9,

06656),(04749,05428)の 四つの点で

日まれた0領域に分布した。したがって,自斑や

色ムラを極力少なくしたBグルー′は,ほ とんど

Aグループの色領域内に入ると考えられる。

A,B//ル ープともほ崚平行の帝伏に分布して

t‐たが,色領蒻 Ojヽさく,比較が困難なため,図

4,図 6に部分拡大を行った。また,図
`に
C′

ループの測定値を示した。



表2 赤サンゴの測色値

試 料
色 度 座 標

"      y
刺 激 値
V
剌漱純度
(%)

主 波長
視感覚による色

I

B(1, 1)
B(3,4)
B(r,4)

0415o  06240
o4512  03501
04721  00578

`8486,
1052

6∝ 1,
4150
4,19

る07`
6054

`028

ごく深い赤
らぎやかな赤
きみのごくうすい赤

]

B(5,2)
A(10,r)
B(io,r)

04225  05234
04447  05074
0445'  05522

,7,
112`
4157

66う ,

4175
40`8

`o4`6012
606,

ややらぎやかな赤
ごくうすい赤
きみのごくうすt‐赤

Ｃ
グ

ル
ー
プ

`2

6

4

5

7̀

8

9

10

0425,  05268
04445  0626,
04465  06275
0447`  06273
a4411 03270
04551  06287
045,7  0060`
04577  00234
044`5  06618
04501  06662

`21720
772
,97
a22
,19
96o
,68
1024
1154

5252
6よ
`06925
59,4
679,
41``
4■ ,4
5745
4076
46`8

`0866o73

`0`'60``

`0`860`4
60駄
`60'7

`o426024

低 明 度

高 明 度

図6 赤サンゴ(Aグループ)の X"Ⅲ Z∞ 表色系に
おける0度図 (斜線部の色領域 )

Aグループの赤サンゴは ,

y=02526″ +02200

の一次式で表わされる回帰直線にそ。

て分おし,相関係数は , 0727であっ

た。

Bグループの赤サンゴは,

y=02488″ +0220`

の一次式で表わされる回層直線にそぅ

て分布し,相関係数rt, 0,olで ぁぅ

た。

A, Bグループの比い ら,自斑や

色ムラ,あるいはサンゴ内部に部分的

カン(粘れ )が存在したAグループよ

りもBグループが明度比較が行いやす

いと考えられる。また,凛醐詞ネック
レスの選Я庄程い いて0合せの難し

さがよく指摘されるが,サ ンゴ内部の

0素量の違いにより刺激純度にバラツ

キがあり,明度比較のみによって配夕1
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図` 赤
サン●r(A′ループ)の部分し度図

しても,絶対的相|1園権 はな

りえず,い くつかの鰊域e区分

によって品質雷菫を行う必要が

あると考えられる。

6 赤サンゴ類似物の分光

反射率曲線

参考として,図 6と 表うに,

サンゴ加工秦者より入手した赤

サンゴ瀬似物の分光反射率曲線

と測色値を示した。

色度座標だけでは識別が難し

いと思われるが,分光反射率山

線から違いが確認できる。

台湾コーティング,MAサ ン

ゴなどでは 580""か ら4`0

～4,5●■に至る波長域Kト

いて,反射率がほとんど変イとを

示さなかった。

染●サンゴは,短波長城にヽ

いてわすか0減少をみせたが,

`00●
腱より長波長||て急激

に反射率を増大しつづけ,赤′

ンゴの第 Iタ イアよりも変化か

大きかった。

SEサ ン●rは , `60± 2お"

`70■
2●
“
に小さを吸収が

あり,ま た,395■ 6"m●

近に頭著オ吸収がみられた。

7 まとめ
赤サンゴの発色は,■軸内の

有機的色素によっていると考え

られるが,固有の吸収スペクト

ルもなく,有機成分の決定は不

可能であった。
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図
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赤サンゴ (Bグルー′

051

)の部分色度図
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図&赤 サンゴ (
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c′ループ )の部分色度図

しかし,単調な反射率曲線で

あったが,測色試料教を増やす

ことによって,特異||な境界面

線が作成され,図 1の反射率山

線領域内にサンゴ業界内で慣用

的に呼称されている赤サンゴは

合棧れると考えられる。したが

ぅて,色差計だけでは識別の難

しいサンゴ瓢 物についても,

色彩分光源1定装置を使用して反

射率曲線を比嵌することによっ

て,非夜壊的に識別すること力
'

可能である。

最後に,本測定に徴少面積測

定装置をu■ し,試料面積を縮

小したこと。また,球形試料を

鯛            ¨            咄            `m

図 7 赤サンゴ類似物の分光反射率曲線

染色サンタ (探赤 )

染●サンゴ(赤 )

SEサ ´ヨ

■Aサ ン イ

台湾‐―ティング厳 赤 )



表よ 赤サ ンゴ額似物の測erE

だ 試 料
色 度 座 標
″  y

オ1漱値
Y
刺雄
(%)
主波長

特 徴

1

2

一，
テ
一　
一

コ

　

コ

澪
湾

台

台

ング (
ング (
鯵
赤

04196  0327,
04069  0523,

78`
881
5240
2,55
6o47
6060 赤サンゴに樹脂枝膜

6

4

MAサ ンゴ
SEサ ンゴ

■4703  03238
04257  06550

%,う
1587
450,
6548 `lo5
`020

透明感なし

5

6
染色サンゴ(深赤 )
染色サン●r(赤 )

053る0  05155
04401  ●5110

7`5
10`5
2015
5342

617,
6241 白

サン●rに染色力1エ

側呵したことをどから測定値にわすかたから誤差   文 献
の生している哺 ヒ性が考えられる。これは,同機  1)今 丼清方 :本議 z,`, 1,30,サ ンプ
種を用いて比較する場合は問題にならないが, 日   の基礎性状について 1
本工業規格に一致させるためては何らかの補正が  21 和国港爾 :宝石学会 V。 ■ 10イ4, 1,86,
必要である。視感的にみて,力1漱純度がゃゃ低く   貝の種族別共珠の分光特性
表われていると思われる。             3)和 田さ爾 :国立束珠研究rlll告 3, 1,`2,

東栞0構造とこ沢
この報告をまとめるにあたり,貴重なご教示を

たまわった日本色彩研究所,小松原仁研究員/rら

びに養殖研究所大村支所長,和国浩輌博士に感謝

の意を表する。
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